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・エルネットによる「家庭教育セミナー」の放送開始!!
・国立婦人教育会館研究紀要第５号の論文募集
○情報ネットワーク
○調査研究資料の作成
○ことばの基礎知識
○嵐山往来
○ボランティアコーナー
○全国ボランティア情報提供・相談窓口から
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▲「都幾川から見た会館」
▲「朝靄の中の会館」 ▲「会館に訪れたオオムラサキ」
▲「槻川のキャンプ場」
「嵐山渓谷」▼
－2－
「女性2000年会議の成果」
「女性2 0 0 0年会議：2 1世紀に向けての男女平等・開発・平和」が6月5日から1 0日までニュー
ヨークの国連本部で開催されました。この会議は、第4回世界女性会議（1 9 9 5年）において採択
された「北京行動綱領」の実施状況の評価及び男女平等社会を実現するための更なる行動とイニ
シャティブについて協議するための北京プラス5「特別総会」として開かれました。
1 9 7 5年に始まる4回の世界女性会議を経て、女性の地位向上、エンパワーメント、主流化とい
ったキー・コンセプトで表現されるジェンダー間の平等を実現する努力がどのように稔り、また
どのような障害の克服が課題であるか、そして、これからのまだ遠い道のりをどのように進むべ
きか、を確認することは、世界の女性たちにとって2 0世紀の4半世紀を締めくくり、ジェンダー
平等を前提とする社会の仕組みを2 1世紀の世界社会のシステムとして築いていくという決意と期
待であると思います。そのような性格の会議であったにもかかわらず、会期の半ばを過ぎても成
果文書完成の見通しが不透明なほどに協議が難航したのです。その背景には、経済的・政治的・
文化的な立場や状況の異なる国々の対立や、ジェンダー問題を政治的駆け引きに利用しようとす
る少なくない一部の国々の対応があったといえます。また一部では「北京行動綱領」は行き過ぎ
であったとして、そこから後退させようとする動きもあり、それに対して、「北京」からさらに
前進しようとする積極的な動きもありました。このような状況に対するＮＧＯの反応は厳しく、
「北京」より内容の「薄い」文書ならいらない、という声が一時聞かれた程でした。
今回の会議で採択された文書は「政治宣言」と「成果文書」です。前者は男女平等の実現への
各国政府のコミットメントを再確認し、そのための国際機関やＮＧＯなどとのパートナーシップ
を強調し、5年後の女性会議開催を約束したものです。後者は「北京行動綱領」の実施状況の評
価とこれからの更なる行動及びイニシャティブを述べたものです。協議が難航したにもかかわら
ずこの文書が出来たのは、成果文書が出来ないことが世界の、特に開発途上国の女性にとってい
かに不利益であるか、という認識が国連当局及び多くの国々によって共有されたからでした。こ
の文書を「行動綱領」を補強する内容のガイドとして理解することが、今会議の成果を最大に生
かすことだと思います。
現　　　職　　上智大学文学部社会学科教授
専 門 分 野　　社会学
主 な 著 書　 「家族（講座社会学2）」（共編）東京大学出版会　1999年
「ジェンダーの社会学」（共編）放送大学教育振興会　1994年　　　　　
「個人化する家族」勁草書房　1987年
目黒依子氏が語る
“ひとこと”
平成12年度 国立婦人教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
について
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家庭・地域で担う子育て支援セミナー
フォーラム家庭教育
事業の実施報告
事業予告・募集
9月8日（金）～9日（土）まで、1泊2日で「家庭・地域で担う子育て支援セミナー」を開催します。
今年度のテーマは「男女がともに担う子育てをめざして」です。男女共同参画の視点に立った子育
て支援をめざし、男性の子育て・地域活動への参加促進及び母親の子育て不安の解消を図るための実
践的研修を目的としています。
国立婦人教育会館が平成1 0年度から3年計画で実施している「男女共同参画の視点に立った家庭教
育推進方策に関する調査研究」の成果を取り込み実施するものです。ジェンダーに関する基礎的な講
義、母親・父親・家庭教育支援者をサポートするためのプログラムの企画及び家庭教育相談について
の協議、また分科会の講師によるシンポジウム等から構成される本セミナーが、参加者の課題解決に
向けた研修となることを期待しています。
▲講義を行う大野館長
6月27日～30日までの4日間、婦人教育施設職員のためのセミナーを開催しました。
このセミナーは、会館創設当初以来実施しており、男女共同参画社会の形成をめざした生涯学習の促進を
図るため、公私立婦人教育会館、女性センター等の職員として必要な知識・技術を高めるための専門的・実
践的な研修を行い、併せて資質の向上を図ることを目的としています。
2 4回目に当たる今回は、「2 1世紀の男女平等・開発・平和－女性関連施設の役割と展望－」をテーマとし
て、館長コース・職員コースで1 3 8名が参加し、男女共同参画社会の形成に向けたエンパワーメントの拠点
としての施設及び施設職員の役割について考えるプログラムを展開しました。
セミナーは、6月にニューヨークで開かれた国連特別総会「女性2 0 0 0年会議」に日本政府代表団顧問とし
て出席した目黒依子氏（上智大学教授）による講演をはじめ、講師に入江直子神奈川大学教授、美馬のゆり
公立はこだて未来大学教授、岩澤まり子図書館情報大学助教授、山本慶裕国立教育研究所生涯学習研究部生
涯学習開発・評価研究室室長等を迎え、講義や研究協議・実習・ワークショップ等を実施しました。
▲ワークショップの準備をする参加者
婦人教育施設職員のためのセミナー
主　　題　　家庭・地域で育てよう、子どもの豊かな心
～親がいきいき、子どもがいきいき～
会　　場　　ヌエック国立婦人教育会館講堂
日　　時　　平成1 2年1 1月1 2日（日）1 3：0 0～1 6：0 0
募集人数　　6 0 0名
対　　象　　子供を持つ親、これから親になる男女、家庭教育に関心を持つ人等
応募方法　　往復はがき・F A X・Eメールで国立婦人教育会館事業課に申し込んでください。
このフォーラムは、家庭教育について幅広く意見交換を行い、子どもの「心の教育」の充実を図る
ために、男女が共に積極的に担う子育て及び地域社会との連携の中で担う子育てについて、参加者と
ともに考える機会を提供するものです。
第1部講演　「親がいきいき、子どもがいきいき」 講師　桂　文也
第2部パネルフォーラム　「家庭・地域で育てよう、豊かな心」
家庭・地域の在り方について、今なすべきことについてそれぞれの立場から意見・アドバイス等　
をいただくとともに、会場の参加者との意見交換を行います。
事業予告・募集
各地で男女共同参画社会に向け、生涯学習をすすめる団
体・グループ等が、「自由企画プログラム」として日頃の成
果や活動報告・作品発表を行います。自由企画プログラム以
外にも、1 1月1 0日（金）コント「ザ・ニュースペーパーと
一緒に考えよう、男女共同参画社会」、シンポジウム「男女
共同参画－それぞれの地域から－」、1 3日（日）「おおいに語
ろう、テーマ別討論」等があります。多くの皆様の参加をお
待ちしています。（詳しくは事業課まで）
ヌエック・フェスティバル2000
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エル・ネットによる「家庭教育セミナー」の放送開始！！
文部省からの委嘱事業として、会館が企
画・制作する「家庭教育セミナー」の放送
が、７月1 4日（金）より教育情報衛星通信
ネットワーク（エル・ネット）（※）の１
チャンネルにて開始されました。
この番組では、家庭教育に関する講座・
セミナー・対談等を7月から来年3月までの
間、2 0回（内1 5回を会館が企画・制作）
にわたり放送いたします。放送日時は、各
月の第1・第3週金曜日（７月は第2・第4
週、9月と3月は第1、第3、第5週、1 2月と
1月は第2・第3週）の19時から20時です。
第1回から第5回は、「しつけ集中シリー
ズ」として「しつけ」をテーマに各界の専
門家、著名人による対談・講義を放送して
おります。また、1 0月からは「父親の家庭
教育参加のためのシリーズ」、来年１月か
らは「明日の親のためのシリーズ」が各5
回シリーズにて放送されますのでご期待く
ださい。
なお、「家庭教育セミナー」は、エル・
ネットの受信設備のある全国の公民館、図
書館、学校、生涯学習センター等（約
1 , 4 0 0カ所）で見ることができます。会館
では、放送当日本館１階の玄関ロビーで番組を放映するとともに、希望の時間に合わせて番組を見
ることができるようにビデオも用意しております。
※平成1 1年7月より文部省が本格運用を開始している社会教育・学校教育の衛星通信ネットワー
ク。通信衛星を利用して全国の公民館、図書館等の社会教育施設や学校等の教育関係機関を衛星回
線で結び教育関係等様々な放送を配信している。
▲出演予定の知的社会風刺コント集団
「ザ・ニュースペーパー」
ヌエック・フェスティバル2000参加者募集！
出会い・感動・ネットワーク　－ 男女共同参画社会の実現へ －
（開催期間：平成12年11月10日（金）～12日（日））
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国立婦人教育会館研究紀要第5号の投稿論文募集
「国立婦人教育会館研究紀要」第5号（平成1 3年1 0月刊行予定、特集テーマ「2 1世紀の家族と子
ども」）の刊行にあたり、ジェンダーの視点に立った生涯学習に関わる国際的、学際的研究ならび
に実践的研究に関する論文を募集します。原稿は日本語、英語のいずれかで執筆するものとし、
論題は特集テーマに関するものあるいは自由論題のどちらでもかまいません。原稿表題の提出期
限は、平成1 2年1 2月１日（金）、原稿締切は平成1 2年1 2月3 1日（日）です。応募資格は問いませ
ん。投稿原稿の掲載の可否は、紀要委員会において選考のうえ決定します。女性学、男性学、ジ
ェンダー研究、生涯学習等、さまざまな分野からの研究論文、研究ノートあるいは日頃の実践活
動の事例研究をお持ちしています。お問い合わせおよび投稿規定・執筆要項の請求は、事業課紀
要担当まで。
事業予告・募集
現在W i n e t C A S Sで公開されている女性関連施設に関するデータ
ベースには「女性関連施設　1 9 9 7」と「女性関連施設における
〈学習・研修〉事業に関する調査事例集」の２つがあります。これ
らは、1 9 9 7年と1 9 9 8年に文部省の委嘱を受けた全国婦人会館協
議会が、女性関連施設を調査した結果を当館でデータベース化し
たものです。
「女性関連施設　1 9 9 7」では、その施設にどういった設備が
あるか、機関紙を出しているかどうか、利用についての案内など
の概要が、「女性関連施設における〈学習・研修〉事業に関する調
査事例集」では、その施設でどういう事業が行われているかが検
索できます。
ただ、今までは、この2つがバラバラであったため、両方のデー
タベースを検索しなければ目的が達成できないことが多々ありま
した。
女性関連施設データベースいよいよ公開
そこでこのたび、この2つのデータベースを１つにし、施設についての様々な情報が一度に検
索出来るようにリニュアルいたしました。
例えば、「男性学について調べているけど、資料も探したいし、関連テーマの講座も受講したい
な。」とか、「講演会に行きたいが、そこでは、子どもを預かってくれるだろうか？」といった検
索が簡単に出来ます。現在は、’9 8年の事業しか載っていませんが、来年度からは、当該年度に
行われる事業のデータを掲載するので、「 こんな研修
を受けたい！」というあなたの希望に即座にこのデー
タベースがお答えいたします。検索も簡単にクリック
だけで出来ます。ぜひ、このデータベースをご自身の
活動に仕事にお役立てください。
女性関連施設にとっては、このデータベースにデー
タを載せることによってネット上で事業案内が出来る
ことになります。データ入力も簡単で、W e b上での更
新、新規入力が可能となっていますので、年度途中の更新にも臨
機応変、スピーディに対応できます。もし、インターネット環境
が整っていない施設でも、ホームページを持っていなくてもこの
データベースに情報を載せることが出来るよう、会館ではきめこ
まかな対応をしてまいります。女性関連施設の方はぜひご協力く
ださい。
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ことばの基礎知識
女性に対する暴力
女性に対する暴力とは、公的あるいは私的を問わず、女性に対して肉体的、性的、心
理的な傷害や苦しみをもたらす行為やそのような行為を行うという脅迫等のことであ
り、性犯罪、売買春、夫・パートナーからの暴力、セクシュアル・ハラスメント等が
含まれています。1 9 9 5年の第4回世界女性会議（北京会議）においては、女性の人権
侵害であり、自由を制約するものであること、そしてその廃絶に向けて国際的に取り
組むべき課題であることが確認されました。日本では、平成1 1年に初の全国調査であ
る「男女間における暴力に関する調査」（平成1 2年2月、総理府）が実施され、この中
で、夫やパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス）について、2 0人に
１人の女性が「命の危険を感じるくらいの暴力」を受けたことがあるという結果が明
らかになり、女性に対する暴力は決して一部の人々の問題ではなく、社会的な取り組
みが必要であることが認識されるようになりました。関係行政機関やN G Oにおいて取
り組みが進められる一方、国政レベルでは、男女共同参画審議会女性に対する暴力部
会において調査審議が進められ、7月3 1日に「女性に対する暴力に関する基本的方策
について」が答申されました。
嵐　山　往　来
韓国女性開発院の研究者来館
7月3日（日）から5日（木）まで、韓国女性開発院の
キム・ジェイン（金在仁）教育部長ほか4名がヌエック
との共同研究会議のために来館されました。ヌエックと
韓国女性開発院は、平成1 2年度から3年間にわたって韓
日共同研究「2 1世紀における女性の文化活動活性化の
ための生涯学習の役割」を実施し、両国で女性の生涯学
習の実態および意識に関する調査を行い、比較分析を進
める予定です。今回の来館は、本年5月の大野館長ほか
日本側研究者による韓国訪問に引き続いて、研究討議を
深めるためです。
一行は、2日間、朝から夜遅くまで、原ひろ子氏、渡邊洋子氏ら日本側研究者とともに、
今年度実施する韓国調査の準備のために熱心な議論を展開しました。その合間には、館内見
学やヌエック・ボランティアによるお茶会を楽しみ、また公民館への視察も行い、日本にお
ける女性の生涯学習の実態に触れることができたと、好評でした。
調査研究資料の作成
統計にみる女性の現状
昭和6 2年から2年ごとに館内婦人教育研究会が企画・編集してき
た『統計に見る女性の現状』の第６版が出版されました。平成1 0
年1 2月現在でのデータ更新ですが、日本の女性が置かれている状
況について政府統計資料を中心に男女の比較や国際比較を含めて
掲載しています。構成は、人口・人口動態、家族・家庭、健康・
福祉、教育・学習、労働、社会的活動、女性・家族に関する意識
の７分野と女性の地位の国際比較です。婦人教育・家庭教育事業
企画の基礎的な参考資料として、学習の教材として広くご活用く
ださい。（垣内出版株式会社　2,100円＋消費税）
新座市栄公民館を視察する研究者
（正面５名）
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ボランティアコーナー
6月2 7日（火）～3 0日（金）婦人教育施設職員のためのセミナーにおいて、
「自由研究」として、ヌエックボランティアとの交流、文化活動の実技体験プロ
グラム等が設けられ、はがき絵の実技体験コーナーを研修棟1 0 8室にて受け持ち
ました。参加者1 0名は、嵐山の緑に風を感じ、はがき絵を思いのままに描き、
早速お便りとして玄関脇のポストに投函されたようです。
たった一人への便りとして、見せる絵でない、描くものを見つめ感じたもの
を墨の線に託して色に彩られるはがき絵という小さなキャンバスに描く、心の
贈り物に私は魅せられております。
このセミナーの意図する2 1世紀の男女平等、開発、平和のテーマに切り口を
つないで見るとき、男と女の以心伝心、我々日本人の得意とする文化、そこは
かとなく人と人の心をつなぐ手段として、これからもブームとなることを期待
したいと思います。
婦人教育施設職員のためのセミナーに参加して
「あのう、ボランティアをしてみたいんですが・・・」ややためらいがちの、おずおずとした声が受話器か
ら伝わってきます。
2月2 2日スタート以来、1 6人の相談員が毎日2人ずつ交替で勤務しています。平均して月に4回ほどのサイ
クルですが、時間、内容を問わずですから、けっこう緊張の連続です。
相談といっても、直接問題解決型ではなく、必要な情報をどこで得たらよいか、いわば交通整理の仕事では
ありますが、それでも、お電話いただいた方が、望んでいた情報が得られたか気にかかります。
日本中では、電話をかけて来られる方のほかに、いわば“ボランティア予備軍”が沢山いると思われますが、
最近多いのは高校生からの電話です。ジコチュウとか恐怖の1 7歳なんて、世間で無責任な風評を立てている
世代の中で、空き時間を人のために、という人の多いのを知り、まだまだ2 1世紀の日本は安泰だ、と心安ら
ぐのです。（相談員）
電話の向こうに浮かぶ顔
女子美術短期大学絵画専攻の１年生が、5月1 1日～1 3日の間に国立婦人教育
会館に宿泊され、会館内において写生会を行いました。この度、写生された油
絵をお借りして会館１階ロビーに展示しました。来館の折りにご覧下さい。
女子美術短期大学学生が会館内の風景を写生
国立婦人教育会館のある比企郡嵐山町（らんざんまち）は埼玉県のほぼ中央に位置している川と丘陵の町で、
人口はおよそ2 0 , 0 0 0人です。都心からは電車で6 0分ほどかかります。町の樹はけやき、町の花はつつじです。
森林、河川、渓谷など自然の美しさを四季折々に見ることができます。
表紙説明
河原の広い槻川や都幾川の河川敷には車の乗り入れができることから、キャンプ、バーベキューをされる方
が春から秋にかけてたくさん訪れ、釣りや川遊びの絶好の場となっています。周辺には樹木が多く、春には桜
並木、秋には紅葉がとてもきれいです。会館が都幾川沿いにあり、川の流れを見下ろすことができます。
槻川と都幾川
都幾川に流れ込む槻川の上流にある渓谷です。名前の由来は昭和の初めに、この地を訪れた本多静六（東京
帝国大学教授、造園学の権威）がこの渓谷を見て「京都の嵐山の風景に似ている」と感動したことから命名さ
れました。蛇行する川の流れで形成されたこの渓谷は川と丘陵の町嵐山の象徴です。
嵐山渓谷
昭和3 2年に日本の国蝶に指定されています。会館の近くにオオムラサキの森というところがあり、ホタル
や他の種類の蝶などが生息しています。この森は嵐山町の住民の方が下草刈り作業などの管理を行っていて、
自然にふれあえる森です。
オオムラサキ
全国ボランティア情報提供・相談窓口から
▲自由研究「絵てがみ」
作品完成後の記念撮影
－8－
かい ら ん ばん
※　休館日（平成12年9月～平成12年10月）
9 月4 日（月）・18日（月）
10月2 日（月）・16日（月）
休館日でも前日に宿泊した方は、朝食と午前10時までの宿泊棟の利用ができます。
電話やＦＡＸによる申し込みの受付や利用相談も行っています。
【申し込み専用電話番号】TEL:0493-62-6723
FAX:0493-62-6720
【受付時間等】12月28日～1月4日を除く毎日　午前9時～午後5時
電　話：0493-62-1131
ＦＡＸ：0493-62-8185
Ｅ-mailアドレス：vol@nwec.go.jp
会館ホームページアドレス：http://www.nwec.go.jp/
（インターネットによる情報提供を会館ホームページから公開しています。）
20～22日（社）国際婦人教育振興会（総会）
22～23日 日中友好協会
●ヌエックカレンダー
主な利用団体（４～６月）
４月
５月
2 ～3日　母子保険研修センター助産婦学校
4 ～5日　丸木俊さんを偲ぶ会
9 ～11日　関東甲信越静町村教育長総会並びに研究大会埼玉県大会
11～14日　埼玉県立総合教育センター中期研修会
21日 （社）茶道裏千家淡交会東京第二東西支部青年部
24～27日　平成12年度婦人教育、家庭教育、ボランティア行政担当者会議
27日 （社）全私立幼稚園連合会西部ブロック
27～28日　埼玉県立総合教育センター平成12年度初任者研修
６月
1 日　保谷市民生・児童委員研修
2 日　調布高等学校講演会
3 ～4日　第10回保育園保険セミナー
8日　埼玉県市町村教育委員会委員長研究協議会
9 ～11日　芸百選　華の会
10～11日　足立区私立保育園連合会
13～14日　埼玉県立総合教育センター平成12年度初任者研修
14～17日 （社）国際婦人教育振興会
（婦人教育指導者海外派遣事前研修）
17日　嵐山町立菅谷中学校
17～18日　ガールスカウトギャザリング埼玉県大会
20日　埼玉県市町村教育委員会事務局職員研究協議会
21～23日　新宿区役所係長宿泊研修
24日　全埼玉私立幼稚園連合会　西部ブロック
24～25日　琴湖会
24～25日　埼玉県解放保育研究会
27～１日　婦人教育施設職員のためのセミナー
「21世紀に向けての男女平等・開発・平和」
編 集 後 記
●利用案内
1 9 7 5年メキシコシテ
ィでの国際婦人年世界
会議からコペンハーゲ
ン、ナイロビ、北京に
おける4回の世界女性会
議を通して女性の地位
向上への国連の取り組
みと、6月の女性2 0 0 0
年会議までの2 1世紀の男女共同参画社会へ向けた日
本国内の取り組みについて考える資料を一階エント
ランスホールに展示中ですので是非ご覧ください。
＊展示資料例
「国際婦人年世界会議報告：世界行動計画及び宣言」
「国際婦人年（昭和5 0年）及び「国連婦人の十年」
（昭和51年～60年）の記録」
「ナイロビから北京へ：1 0年の歩み（昭和6 1年度～
平成７年度）」
「男女共同参画社会の実現を目指して：男女共同参
画社会基本法のあらまし」
ほか
●展示コーナー
今号の表紙は、会館がある嵐山町周辺の自然を僅かばかりですが、
主に夏の風景を中心に紹介しました。これに限らず四季を通じて、嵐
山の地ではさまざまな表情を見ることができます。是非とも自然のふ
ところに抱かれている会館を訪れていただきたいと思います。
今年も暑さ厳しい中、主催事業「女性学・ジュンダー研究国際フォ
ーラム」に参加いただきありがとうございました。今回は従来の応募
による自主企画ワークショップに加え、先にニューヨークで開催され
た「国連特別総会　女性2 0 0 0年会議」を受けて、会議の基調報告、国
際ワークショップ等を提供プログラムとして併せて開催しました。詳
細は次号で報告します。
ヌエックニュース第90号
平成12年８月25日発行
編集発行　国立婦人教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（庶務課）62-6720（事業課）62-6721（情報交流課）
ホームページURL http://www.nwec.go.jp/
E-mailwebmaster@nwec.go.jp
※　全国ボランティア情報提供・相談窓口
※　婦人教育情報センターの夜間開室
会館利用者の学習支援を目的として、11月末までの毎週金・土曜日に婦人教育情　
報センターの開室時間を午後9時まで延長しておりますので、どうぞご利用下さい。
